申込書式④（forNX）

販売店：スーパーストリーム株式会社　行

キヤノンITソリューションズ株式会社
Web Performer for Super Stream-NX SI開発ライセンス　利用開始申込書
本書別紙の「ソフトウェア使用許諾条件」および「ソフトウェア保守サービス規約」に同意の上、記述内容に基づき申し込みます。
	お申込日
	　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日
	注文書No.
	


◆ご契約企業情報　　※ライセンス管理者のご氏名をご記入ください。
	会社名・法人名

※法人格を有する会社・法人等に限られるものとします。
	フリガナ　　　　　　　　　　　　　
	捺印

	
	　
	

	部署名
	フリガナ　　　
	氏名
	フリガナ　

	
	　
	
	

	住所
	フリガナ 　　

	
	〒（　　　　　　－　　　　　　）


	電話番号
	　
	E-mail
	








※ご記入いただいたメールアドレスにライセンス証書、保守サービス証書が納品されます。

◆ご契約ライセンス　（お申込みライセンスの□に■を入力してください）
	お申込み形態
	□新規　　　□ライセンスパック数変更


	SI開発ライセンス
	ライセンス

	
	2ライセンスパック
	□

	
	5ライセンスパック
	□

	
	10ライセンスパック
	□

	
	20ライセンスパック
	□

	
	その他　（　　　　　ライセンス　）
	□

	限定解除オプション
	
	□

	使用する言語
	■
	日本語
	□
	英語


※ライセンスが日本語・英語にかかわらず、保守サービスは日本語のみでのご提供になります。
	ライセンス利用開始希望日
	　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日　から1年間


※ライセンス利用開始日は、手続きの関係上、ご希望に添えない場合もございます。予めご了承ください。

※ソフトウェア保守サービス期間は、ライセンス利用期間と同一となります。
◆保守サービス担当者情報（2名まで登録が可能です）　※グループアドレスのご記入はご遠慮ください。
	
	【正】
	【副】

	ご担当者
	フリガナ
	フリガナ

	
	
	

	部署
	
	

	住所
	〒（　　　－　　　　）


	〒（　　　－　　　　）



	電話番号
	
	

	E-mail
	
	


◆ソフトウェア使用許諾条件・ソフトウェア保守サービス規約

	特記事項欄
	


［キヤノンITソリューションズ記入欄］
	営業担当名
	
	販売区分
	□販売代理店様経由（代理店名：　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	備考欄
	


お申込み前に必ずお読みください
キヤノンITソリューションズ株式会社（以下、弊社といいます。）では、弊社のソフトウェア製品“Web Performerシリーズ”について、以下のとおり使用許諾契約（、以下、本契約といいます。）を設けております。本契約に同意されたお客様だけが、“Web Performerシリーズ”の購入を申し込み、また使用することができます。
お客様が申し込みを行った時点で、お客様は、本契約に同意したものとみなされます。
Web Performer使用許諾契約書（SIerライセンス）
弊社は、お客様に対して、本ソフトウェアに関する非独占的使用権を以下の条項に基づき許諾し、お客様も以下の条項にご同意いただくものとします。
第1条 定義
本契約において次の各号の用語は、それぞれ当該各号に定める意味を有するものとします。
(1) 「申込書」とは、本書表面をいいます。
(2) 「本ソフトウェア」とは、申込書に記載する“Web Performerシリーズ”のソフトウェアプログラム及びそれに付随するマニュアル等の関連資料の総称をいいます。なお、本ソフトウェアは、スーパーストリーム株式会社製の統合会計・人事給与パッケージソフトウェア「SuperStream-NX」(以下、SS-NXといいます。)と連携する「開発アプリケーション」を開発するために使用することを前提とします。
(3) 「開発アプリケーション」とは、本ソフトウェアを使用して開発されるソフトウェアプログラムをいいます。
(4) 「頒布モジュール」とは、本ソフトウェアに含まれるオブジェクトコード形式のモジュールで、開発アプリケーションに自動的に組み込まれるものをいいます。
(5) 「ライセンス期間」とは、申込書に記載する本ソフトウェアの使用許諾期間をいいます。
(6) 「エンドユーザー」とは、自己の社内業務遂行目的で開発アプリケーションを使用するお客様の顧客をいいます。
第2条 使用許諾
1. 弊社は、お客様に対して、ライセンス期間中に限り、次の移転不能な、非独占的権利を許諾します。
(1) 本ソフトウェアを、お客様が管理する日本国内のコンピュータにインストールする権利
(2) お客様が、①お客様の社内業務遂行のために使用する開発アプリケーションを開発する目的及び②エンドユーザー向けの開発アプリケーションを開発する目的で、申込書に記載するライセンス数のコンピュータ上で、同一の関連No.の範囲において、前号に基づきインストールされた本ソフトウェアを使用し、自己の委託先をして使用させる権利。
(3) 前号に基づき開発された開発アプリケーションに組み込まれる頒布モジュールを、①お客様の社内業務遂行の範囲内で、当該開発アプリケーションと共に使用し、自己の委託先に使用させる権利及び②開発アプリケーションと共にエンドユーザーに頒布し、エンドユーザーの社内業務遂行の範囲内で、当該開発アプリケーションと共にエンドユーザーに使用させる権利。
2. お客様は、前項に基づき自己の委託先をして本ソフトウェア又は頒布モジュールを使用させる場合、当該委託先に対して、本契約におけるお客様の義務と同等の義務を課し、その行為について一切の責任を負うものとします。
3. お客様は、バックアップを目的としてのみ、本ソフトウェアを１部複製し保管することができます。なお、複製された本ソフトウェアは原本と同じく本契約に定める条件に従って取り扱われるものとし、その複製物には本ソフトウェアに表示されているものと同一の著作権表示及び商標権表示を行うものとします。
4. 本条第1項に定める許諾範囲において、お客様又はエンドユーザーの「社内業務」とは、SS-NXを使用する業務又はSS-NXと連携する開発アプリケーションを使用する業務に限られるものとします。お客様は本ソフトウェアをSS-NXと連携する開発アプリケーションを開発する目的以外に使用してはならないものとし、また委託先を含む第三者にかかる行為をさせてはならないものとします。但し、お客様が本ソフトウェアの「限定解除オプション」をご購入いただいた場合は、本項は適用されないものとします。
第3条 使用に関する制限
1. お客様は、本ソフトウェアの全部又は一部について、本契約において明示的に許諾される範囲を超えて、弊社の事前の書面承諾のない限り、複製、修正、改変、逆コンパイル、逆アセンブルその他リバースエンジニアリング等してはなりません。またエンドユーザー及び委託先を含む第三者をして、かかる行為をさせてはならないものとします。
2. お客様は、本ソフトウェアの全部又は一部について、本契約において明示的に許諾される範囲を超えて、弊社の事前の書面承諾のない限り、譲渡、販売、頒布、賃貸、貸与、再使用許諾その他の方法により、第三者に使用及び利用させてはなりません。また、エンドユーザー及び委託先を含む第三者をして、かかる行為をさせてはならないものとします。
3. お客様は、頒布モジュールが組み込まれた開発アプリケーションを、本契約において明示的に許諾される範囲を超えて、弊社の事前の書面承諾のない限り、譲渡、販売、頒布、賃貸、貸与、再使用許諾その他の方法により、第三者に使用及び利用させてはなりません。また、エンドユーザー及び委託先を含む第三者をして、かかる行為をさせてはならないものとします。
4. お客様は、頒布モジュールを、開発アプリケーションと別に単独で使用、利用してはならず、またエンドユーザー及び委託先を含む第三者をして使用、利用させてはなりません。
5. お客様は、本ソフトウェアに含まれる、弊社の著作権表示又は商標権表示を変更し、除去もしくは削除してはなりません。
6. お客様は、ライセンス期間を超えて、本ソフトウェアを使用することはできません。お客様がライセンス期間経過後も本ソフトウェアを継続して使用することを希望される場合、お客様は、別途必要なライセンスを購入するものとします。
7. 本条の規定は、本契約の終了にかかわらず効力を有するものとします。
第4条 権利の帰属
1. 本ソフトウェアに関する著作権その他一切の権利は、弊社又は弊社のライセンサーに帰属するものとします。頒布モジュールを除く開発アプリケーションに関する権利は、お客様又はそのライセンサーに帰属するものとします。
2. 本契約において明示的に定める場合を除き、弊社のいかなる知的財産権も、明示たると黙示たるとを問わず、本契約によってお客様に譲渡あるいは許諾されるものではありません。
3. 本条の規定は、本契約の終了にかかわらず効力を有するものとします。
第5条 オープンソース・ソフトウェア
本ソフトウェアには、オープンソース・ソフトウェアが含まれています。本ソフトウェアごとのオープンソース・ソフトウェアの有無、内容その他使用条件は、本ソフトウェアのメディアに格納している「オープンソース・ソフトウェアの使用上の注意事項」に定める通りとします。当該オープンソース・ソフトウェアについては、当該注意事項の定めが本契約に優先して適用されるものとします。
第6条 免責
1. 本ソフトウェアは、“現状有姿“の状態で、お客様に使用許諾されます。弊社及び弊社のライセンサーは、本ソフトウェアに関して、正確性、完全性、有用性、特定の目的への適合性、権利の非侵害性を含み、いかなる保証も行いません。
2. 弊社は、本ソフトウェア及び開発アプリケーションの使用に付随又は関連してお客様に損害が生じた場合であっても、一切責任を負いません。
3. 本条の規定は、本契約の終了にかかわらず効力を有するものとします。
第7条 契約期間
1. 本契約は、お客様に本ソフトウェアが納入された時点から発効し、ライセンス期間終了まで、又は第2項若しくは第3項により終了するまで有効に存続します。
2. お客様は、本ソフトウェア及びそのバックアップを廃棄し、且つインストール済みの本ソフトウェアを消去することにより、本契約を終了させることができます。
3. お客様が本契約の定めに違反した場合、直ちに本契約は終了します。その場合、お客様は直ちに本ソフトウェア及びそのバックアップを廃棄し、且つインストール済みの本ソフトウェアを消去するものとします。
4. ライセンス期間が終了した場合、又は第2項若しくは第3項の場合、お客様は、弊社の要請があったときは、本ソフトウェア及びそのバックアップを廃棄及び消去したことを証する書面を弊社に提供するものとします。
5. 本契約終了後と言えども、お客様は、本契約終了までに開発した開発アプリケーションに組み込まれた頒布モジュールについては、本契約に従い、継続して使用することができます。
第8条 権利義務譲渡の禁止
お客様は、弊社の書面による事前の承諾を得ずに、本契約の地位を第三者に承継させ、あるいは本契約から生じる権利義務の全部又は一部を第三者に譲渡し若しくは引き受けさせ又は担保に供してはなりません。
第9条 輸出
お客様は、いかなる方法によっても本ソフトウェアの全部又はその一部を直接又は間接に輸出しないものとします。
第10条 分離可能性
本契約のいずれかの条項又はその一部が法律により無効となった場合でも、本契約のそれ以外の条項は完全に有効に存続するものとします。
第11条 本契約の変更
弊社は、1ヶ月前の書面による通知により、本契約の条項を変更することができます。
第12条 準拠法及び管轄裁判所
1. 本契約は、日本国の法律に準拠し、日本国の法律に基づいて解釈されるものとします。
2. 本契約に関し、訴訟の必要が生じた場合には、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。
第13条 完全合意
本契約の規定は、本契約成立までにお客様との間でなされた、本ソフトウェアに関するあらゆる合意に優先して適用されるものとします。
以上
お申込み前に必ずお読みください
お客様がお申込みされた“Web Performerシリーズ”のライセンスは、保守サービス付きの商品です。キヤノンITソリューションズ株式会社（以下、弊社といいます。）は、以下の契約（以下、本契約といいます。）に従い“Web Performerシリーズ”に関する保守サービスを提供いたします。「Web Performer使用許諾契約書」に加え、本契約に同意されたお客様だけが、当該保守サービスの提供を受けることができます。
お客様が申し込みを行った時点で、お客様は、本契約に同意したものとみなされます。
Web Performer保守サービス規約
弊社は、お客様に対して、弊社のソフトウェア製品“Web Performerシリーズ”の保守サービスを、以下の条項に基づき提供し、お客様も以下の条項に同意いただくものとします。
第1条 保守サービスの提供
1. お客様は、本契約に従い、本ソフトウェアに関する保守サービスの提供を受けることができるものとします。
2. お客様は、弊社による保守サービスの円滑かつ適切な実施のためには、お客様が別途行うべき付随作業が必要とされることを認識し、かかる作業を誠実に実施するものとします。
第2条 保守サービスの内容
本契約に基づく保守サービスの内容、保守サービスの対象外事項、対応時間その他の詳細は、本書の【別紙】保守サービス仕様書（以下、仕様書といいます）に定めるとおりとします。
第3条 連絡方法
1. お客様からの保守サービスの依頼、弊社からの回答等の連絡については、弊社が指定する方法（弊社所定のQAサイト・電子メール等の利用を含むがこれに限られない。以下同じ。）を通じて行われるものとします。お客様は、弊社所定のQAサイトを利用される場合、別途弊社所定のQAサイト利用規約を遵守し、次項に定める保守担当者にこれを遵守させるものとします。
2. お客様は、申込書に記載する保守サービスに関する担当者（以下、保守担当者といいます。）を通じてのみ、弊社に対して保守サービスに関する連絡を行うことができるものとします。なお、お客様は、弊社への書面による通知をもって保守担当者を変更できるものとします。
第4条 保守サービスの対価
1. 本契約に基づく保守サービスの対価は本ソフトウェアのライセンス料金に含まれるものとします。
第5条 免責
1. 弊社は、善良なる管理者の注意をもって、保守サービスを実施するものとします。
2. 弊社は、保守サービスについて、明示的にも黙示的にも、正確性、完全性、有用性、権利の非侵害性、本ソフトウェアのバグ・瑕疵・障害その他の不具合（総称して、以下「障害等」といいます）が訂正されることならびに本ソフトウェアが正常に作動し続けること、その他保守サービスについていかなる保証も行わないものとします。
3. 弊社は、本ソフトウェアの障害等、保守サービスの実施に伴う本ソフトウェア又は本ソフトウェアと共に動作するお客様のハードウェア、ソフトウェアその他のコンピューターシステム等の使用停止その他保守サービスの履行及びその結果に関連して、お客様に直接又は間接の損害が発生した場合であっても、一切その責任を負わないものとします。
4. 本条の規定は、本契約の終了にかかわらず効力を有するものとします。
第6条 損害賠償
1. 弊社が本契約の定めに違反したことによりお客様に損害が生じた場合、お客様は、直接の結果として現実に生じた通常損害に限り、弊社に対して、支払済みのライセンス料金を上限とする金銭賠償を請求することができます。なお、弊社は、お客様に生じた間接損害、逸失利益及び特別の事情により生じた損害について、予見可能性の有無を問わず、一切責任を負わないものとします。
2. 本条の規定は、本契約の終了にかかわらず効力を有するものとします。
第7条 機密保持
1. お客様及び弊社は、相手方より機密である旨指定されて開示を受けた相手方の営業上又は技術上の事実・資料その他情報（以下、機密情報といいます。）を、本契約に定める目的以外に使用しないとともに、機密として保持するものとし、第三者に開示・漏洩・公表をしてはなりません。
ただし、次の各号のいずれかに該当するものについては、この限りではありません。
(1) 知得した時、既に公知の情報
(2) 開示を受ける以前に、受領者が既に知得していた情報
(3) 知得した後、自己の責に帰し得ない事由により公知となった情報
(4) 正当な権限を有する第三者から、機密保持義務を負わずに知得した情報
(5) 相手方から開示された機密情報によらずに、受領者が独自に開発した情報
2. 本条の定めは本契約の有効期間終了後も1年間有効に存続するものとします。
第8条 契約期間
1. 本契約の有効期間は、本ソフトウェアに関する「Web Performer使用許諾契約書」が理由の如何を問わず終了するまでとします。また、お客様が本契約の定めに違反した場合、直ちに本契約は終了します。
2. 前項の定めにかかわらず、弊社が本ソフトウェアのメジャーバージョンアップ版を販売開始した場合、旧バージョンの本ソフトウェアに関する保守サービスの最長提供期間は、当該メジャーバージョンアップ版の販売開始日から3年間経過する日までとします。この場合、弊社は、お客様に対して、当該最長提供期間を事前に通知するものとします。
第9条 再委託
弊社は、保守サービスの全部又は一部を、弊社指定の第三者に対して再委託することができるものとします。その場合でも、本契約に基づく弊社の責任は、何ら軽減されるものではありません。
第10条 不可抗力
弊社は、不可抗力による保守サービスの不履行又は履行遅滞について、責任を負わないものとします。不可抗力には、地震・津波・台風・豪雨・豪雪その他の天災地変、戦争、テロ、内乱、暴動、感染症、政府又は政府機関の行為、労働争議、停電、電気通信の中断・中止、輸送機関の事故が含まれますが、これらに限定されません。なお、弊社は、不可抗力が生じた後の本契約の履行につき、別途協議の上その取り扱いを定めることができます。
第11条 権利義務譲渡の禁止
お客様は、弊社の書面による事前の承諾を得ずに、本契約に基づく契約上の地位を第三者に承継させ、あるいは本契約から生じる権利義務の全部又は一部を第三者に譲渡し若しくは引き受けさせ、又は担保に供してはなりません。
第12条 反社会的勢力との取引等の禁止
1. お客様及び弊社は、自己（役員を含む）が反社会的勢力（暴力団を含むがこれに限らず、また団体、個人を問わない）の関係者に該当しないことをここに表明するものとし、また、当該関係者と取引し、又は交際しないことを約するものとします。
2. お客様及び弊社は、相手方が前項に違反し、又はそのおそれがある場合には、何らの催告なく、本契約を解除することができるものとします。
第13条 本契約の変更
弊社は、1ヶ月前の書面による通知により、本契約の条項を変更することができます。この場合、本契約の条項の変更は遡及して適用されることはないものとします。
第14条 準拠法及び管轄裁判所
1. 本契約は、日本国の法律に準拠し、日本国の法律に基づいて解釈されるものとします。
2. 本契約に関し、訴訟の必要が生じた場合には、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。
第15条 完全合意
本契約の規定は、本契約成立までにお客様との間でなされた、保守サービスに関するあらゆる合意に優先して適用されるものとします。
以上
【別紙】　保守サービス仕様書
1. 保守サービスの内容
（1）問合せ対応
本ソフトウェアの操作方法（本ソフトウェアのマニュアルに記載の事項に限ります）に関するお問合せに、弊社が指定する方法を通じて対応いたします。
お問合せの際は、有効かつ円滑な問合せ対応のため必要となる情報をご提供いただきますよう、ご協力をお願いいたします。
なお、問合せ対応は、弊社による以下の行為をもって完了とさせていただきます。
1 お問合せに対し、回答を提示した場合
2 お問合せに対する原因の解明及び対策方法を提示した場合
3 お問合せが本ソフトウェアの仕様に関わるもので、仕様どおりに動作していることを確認し、その旨提示した場合
4 弊社の責に帰すことのできない事由により、お問合せに対する有効な回答又は対策を提示できないことが判明した場合
5 お問合せ内容が、次頁に記載されている保守サービスの対象外事項であると確認され、その旨提示した場合
（2）瑕疵対応
本ソフトウェアにバグ等の瑕疵が発見され、その旨お客様から弊社へご連絡いただいた場合、弊社は、当該瑕疵を合理的かつ最善の努力を尽くして取り除くよう対応いたします。
ただし、この瑕疵対応は、弊社が瑕疵を確認し検査するために必要な情報をお客様から弊社にご提供いただき、かつ弊社が当該瑕疵を確認した場合に限られます。
（3）バージョンアップの通知・バージョンアップ版の提供
本ソフトウェアのバージョンアップが行われた場合に、その旨通知いたします。
また、本紙別表に定めるメジャーバージョンのバージョンアップが行われた場合を除き、無償で本ソフトウェアのバージョンアップ版を提供いたします。（お客様は、このバージョンアップ版を本ソフトウェアの使用許諾契約の定めに従って使用するものとします。）
なお、別表に定めるミドルバージョン及びマイナーバージョンのバージョンアップが行われた場合、新バージョンの発売日から2年間を経過した日をもって旧バージョンの保守サービスは終了いたします。
2. 保守サービスの対象外事項
以下の事項につきましては、保守サービスの対象外とさせていただきます。
1 本ソフトウェアのマニュアルに記載されている事項以外に関する問合せ対応
2 本ソフトウェアの利用方法、開発手法等に関するコンサルティング
3 本ソフトウェアを使用して開発した開発アプリケーション（以下、「開発アプリケーション」といいます）に関する問合せ対応、障害等の復旧支援、その他一切の保守業務
4 本ソフトウェア以外のハードウェア及びソフトウェアその他の製品に関する問合せ対応、障害等の復旧支援、その他の一切保守業務
5 別途弊社が指定する本ソフトウェアの本番環境・実行環境（総称して、以下「実行環境」といいます）以外の環境で本ソフトウェアを使用したことにより生じた障害等への対応
6 実行環境自体及び実行環境に接続又は連動されたコンピューターシステムもしくは関連するソフトウェア等に関する問合せ対応、障害等の復旧支援、その他一切の保守業務
7 本ソフトウェアを、弊社の事前の承諾なく変更又は改変したことにより生じた障害等への対応
8 通信回線の障害等、その他弊社の責に帰すことのできない事由により、本ソフトウェアに障害等が生じた場合の対応
9 ソフトウェア（本ソフトウェア及びそのバージョンアップ版を含みます）のインストール及び除去作業
10 データ、ファイル等のバックアップ作業及び復旧作業
11 ハードウェアの設置、移動及び撤去作業
12 訪問による保守サービス
なお、弊社の対応が可能な場合において、お客様の要請により弊社が上記の各業務を実施したときは、別途弊社又は販売店が指定する支払条件に従い、保守サービス料金とは別に、弊社又は販売店所定の料金をお支払いいただきます。
3. 保守対応時間
弊社は下記の時間に限り、お客様に保守サービスを提供いたします。
対応時間/キヤノンITソリューションズ所定営業日　09:00～12:00、13:00～17:00
なお、弊社の対応が可能な場合において、お客様の要請により弊社が対応時間外に保守サービスを実施したときは、別途弊社又は販売店が指定する支払条件に従い、保守サービス料金とは別に、弊社又は販売店所定の料金をお支払いいただきます。


別表（本ソフトウェアのバージョンの考え方）
	バージョン(X.Y.Z.a)
	意味
	契約/料金
	マイグレーション

	X：メジャー
	操作性・機能を著しく刷新
（再構築）
	本契約が有効の場合、アップグレード価格を適用
	本契約が有効の場合、マイグレーション手順書を提供

	Y：ミドル
	操作性・機能の改良・追加（大）
	本契約が有効の場合、無償で提供（メディア代別途）

	本契約が有効の場合、リリースノート、マイグレーション手順書を提供

	Z：マイナー
	操作性・機能の改良・追加（中、小）
	
	

	a：リビジョン
	不具合修正版の提供
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